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今 月 の 表 紙
【町内小中学校田植え体験】
　町内の小中学校で田植え体験が行われました。
　今では機械で植えることが殆どですが、昔なが
らの手植えを行い、農業に携わる方の努力やお米
の大切さを改めて学びました。
� （関連記事：P7）
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　「放課後子ども教室」と「子育てひろば」を統合した「放課後子どもクラブ」が、４月から開始しました。
　放課後子どもクラブは、放課後における児童の安全安心な居場所をつくり、学校・家庭・地域の協力を得なが
ら、児童の基礎体力・運動能力の向上や交流活動等を通じて主体性を養うこと、また保護者の子育てに関する学
びの場を提供することを目的としています。

スタッフ、児童ともに随時募集しております。
参加のために必要な書類などがありますので、まずは教育委員会や各振興センター
にご相談ください。
お問合せ先：只見町教育委員会　☎82−5320

対 象 者 １年生から６年生
開催場所 各地区小学校
開 催 日 平日週５日
開催時間 下校時間から１７時まで
お迎え時間 １８時まで
参 加 料 無　料

スタッフ ただみコミュニティクラブ
地域の方々
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放課後子どもクラブは
子育て・子育ちを支援しています

　放課後子どもクラブは４月から町内3地区で週5日、放課後、学校
の図書室や体育館を主な活動場所とし、地域と学校が連携し、教育委
員会が主体となって放課後の児童の安心安全な居場所づくりとしてス
タートしています。コーディネーターと運営サポーター（スタッフ）
が中心となって、学習や運動あそび、交流活動などを行い、子どもた
ちとの関わりを深めながら、子どもの目線、ペースを尊重し、成長す
る力を大切にしながら活動しています。
　また、親子教室では、科学実験や自然体験など、様々な視点を持っ
て親子で楽しく取り組むプログラムの創出をしています。これらの活
動をただみコミュニティクラブがコーディネートしています。
　子どもたちを見守り育むこの活動は、学校・家庭・地域が協力し合いながら、子どもたちが社会の一員となり
成長する場として継続的に支える町の取り組みです。

放課後子どもクラブに参加したい
児童、スタッフ募集中です児童、スタッフ募集中です
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子ども一時預かりサービス

「こもりっこ」「こもりっこ」
★一時預かりサービスとは？
　会員登録した「子育ての手助けをして欲しい人」（依頼
会員）と「子育てのお手伝いをしたい人」（協力会員）が、
地域の中で子育ての相互援助活動を行う事業です。
　なお、依頼会員と協力会員を兼ねて登録することも可能
です。

★サービスの内容は？
　お仕事や冠婚葬祭などで自宅に誰もいなくなってしまう
などお困りの場合に子どもを預かります。その他、送迎な
どの子育て支援に必要な援助を行いますので、詳しくは保
健福祉課までお問い合わせください。

★対象となる子どもは？
　父母又は祖父母のいずれかが町内に居住するおおむね生
後3か月から小学校修了前の子どもです。

★利用料金は？
　利用料金は助成制度により無料となりますが、活動予定
の１時間前や無断で取り消した場合の取り消し料は、助成
の対象となりません。
　また、援助活動に必要な子どもの食事代（ミルク）、おや
つ代、おむつ代や交通費などについては、依頼会員の負担
となります。協力会員宅での食事の提供があった場合は、
１人につき１食3００円です。

子どもが好きな方や子育てを
経験されている方など協力会
員になりませんか。
会員登録や事業詳細は、保健
福祉課までご連絡ください。

お問合せ先
保健福祉課� ☎84−7010

協力会員募集中

チャイルドシート購入補助金（事前にご相談ください）

６歳未満の幼児を対象にチャイルドシートを購入する際の
購入価格の２分の１を補助します。（１万円限度）
� お問合せ先：町民生活課　☎82−5110
子宝祝金支給
支給要件に該当する場合に第１子出産１０万円　第２子出産２０万円
第３子以降３０万円の祝金を支給します。
� お問合せ先：保健福祉課　☎84−7010
只見町幼児家庭保育支援給付金
満１歳から小学校入学前の幼児の保育を家庭で行う保護者に
月額１万円を支給します。
� お問合せ先：保健福祉課　☎84−7010

こんな補助金もあります！
（条件がありますので、担当課にご確認ください）

ご存知ですか

「こもりっこ」

こんな補助金もあります！
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NEWS&FLASH

今
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催

開
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か
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㊿
周
年
を
迎
え
る

▲毎年、会場を交互に移しながら開催していましたが、コロナ禍
のためオンライン開催となりました

▲「祝50周年」の看板と「河井継之助終焉の地」のぼり旗
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５
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只見中　中学生記者が書く　ＳＤＧｓコラム

� ＳＤＧｓ委員長　３年　吉津　就
しゅう

　前年度SDGｓ委員会の委員長だった佐藤さんの後を引き継いで、今年度のSDGｓ委員長にな
った吉津就です。私は、SDGｓの理念【誰も取り残されない】という考えを町内はもとより町外
に広め、その活動範囲を広めたいと考えています。
　中学校入学までは、SDGｓにそれほど興味を持ってはいませんでした。しかし、その内容を学
び実際に中学校で活動を始めてからは、世界中で取り組まなければならないものと考えが変わって
きました。中学校で新聞紙レジ袋やねっか袋を作っていることが注目されていますが、SDGｓの
本質に触れるにつれ、只見中学校卒業の先輩方が素晴らしいと思うようになってきました。いつし
かSDGｓ委員会に入り、リーダーとして活動したいと思うようになったのは、そんな先輩に少し
でも近づき、自分なりのやり方で【誰も取り残されない】を実現したいと思ったからです。
　SDGｓに対する町内の意識は高いと感じていますが、それだけでは不十分だと思います。私は
他の市町村の中学生がもっと活動をすることにより、多くの方がより良く生きることに繋がると思
っているのです。実際に会わなくても、インターネットを利用して多くの人が意思疎通できる世の
中になってきました。これを利用し会議をして、それぞれの地域で活動すれば良いと思うのです。
そして、互いの活動を報告し合うことで、広い範囲の同じ考えを持つ仲間を増やしていきたいと考
えました。【誰も取り残されない】社会を只見から始めませんか？

第５回
ＳＤＧｓ委員長となって取り組みたいこと
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

酒
さか

井
い

 一
いっ

心
しん

くん

山
やま

内
うち

 杜
と

生
き

くん

角
かく

田
た

 和
かず

真
ま

くん

遠
えん

藤
どう

 菜
な

乃
の

さん

三
さん

瓶
べ

 朔
さ

空
く

くん
（黒谷）

（梁取）

（熊倉）

（小林）

（大倉）

虫歯のない子 （4月26日 3歳児検診）

地域の景観・環境美化を推進
朝日地区「ちょボラごみ拾い」開催

文部科学大臣表彰を受賞
明和小学校「子供の読書活動
優秀実践校」に選ばれました

　「ちょボラごみ拾い」が、朝日地区地域づくり
委員会の主催で４月２３日に開催され、朝日地
区内から５３人が参加しました。
　参加者の皆さんは、国道２８９号沿いや町道
沿いに落ちていたゴミを精力的に拾い歩き、集
めたゴミは燃えるゴミが２０袋分、燃えないゴ
ミが８袋分、危険ゴミが１袋分となりました。
　ゴミ拾いを終えた参加者は、「こんなに沢山
のゴミが落ちているのは悲しくなります。今日
はみんなと一緒に地域をキレイにできて良かっ
たです」と話しました。

　令和４年度「子供の読書活動優秀実践校に対する文部科学大
臣表彰」に明和小学校が選ばれ、湯田和敬校長が受賞報告に役
場を訪れました。
　明和小学校は、地域の図書ボランティアの方との連携や、ア
ナウンサーの方などによる読み聞かせ、県立図書館の「あづま
号」を活用し様々な図書に触れる機会を設けるなど、地域や関
係機関と連携した読書活動の推進が表彰につながりました。

▲地域の美化のために早朝からゴミ拾いに参加した皆さん

▲報告に訪れた湯田和敬校長（右）
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

全国大会出場メンバーに選出
五十嵐千紘くん「福島県小学生剣道選手権大会」３位入賞

お互いを鼓舞しながら駆け抜けました
町内小学校運動会

　五十嵐千紘くん（只見小）が、「福島県小学生
剣道選手権大会」（令和３年１０月１７日開催）
で３位に入賞し、今年９月開催予定の「全日本都
道府県対抗少年剣道優勝大会」（全国大会）に福
島県代表として出場することが決定しました。
　千紘くんは「３位になれたことが、まだ夢のよ
うです。全国大会に向けた強化練習をしっかりこ
なして、爪痕を残せるように頑張ります」と決意
を話しました。
　指導者の日野さんと目黒さんは「今回の出場は
すばらしいことだと思います。勝ち負けだけにこ
だわらず、剣道を通して人としても成長を続けて
ほしい」と話しました。

　町内３小学校で運動会が開催され、児童たちは
玉入れやリレー、ダンスなどの様々な競技で日頃
の練習の成果を発揮していました。
　応援合戦では、時事ネタなどを取り入れながら
気合をいれたりお互いを鼓舞しあったりしチーム
の士気を高めました。
　今年も新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、観覧者は保護者やご家族の方のみでしたが、
会場中に響き渡るほど大きな拍手が、真剣に競技
する児童たちに送られていました。

▲３位入賞と全国大会出場の報告をする千紘君

▲ダンシング玉入れ（只見小：5月２１日）

▲朝日よっしゃこい（朝日小：5月１４日） ▲紅白応援合戦（明和小：5月１４日）
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

残雪の残る森林を歩く
ブナセンター自然観察会「春の花と新緑のブナ林観察会」

農業の大変さや工夫を学ぶ
町内小中学校で田植え体験

　「春の花観察会」が４月３０日に、「新緑の
ブナ林観察会」が５月１日に、ブナセンター
主催でそれぞれ開催されました。
　「春の花観察会」は、１２人の参加者が余
名沢の森林内を歩き、フクジュソウやカタク
リ、キクザキイチゲなどの春植物を観察し、
ブナ林やミズナラ林などの林ごとに変わる植
物の生態に関心を寄せていました。
　「新緑のブナ林観察会」は、１２人の参加
者が「癒しの森」を松坂峠側から登り、カラ
マツやコナラ、ブナを観察しながら、残雪の
中に広がる新緑を楽しみました。

　町内小中学校で農家の方の水田を借りて「田植え体験」が行われました。（只見小：新國真也さん、朝
日小：藁谷友活さん、明和小：松井栄吉さん、只見中：三瓶清志さん）
　子どもたちは、農家の皆さんから稲作の歴史や現状を教わり、農業の大変さと大切さを学びました。
　今後は、秋に稲刈り体験を行う他、中学校では、お米の６次化についても学習を深める予定です。

▲解説を聞く参加者の皆さん（新緑のブナ林観察会）

▲只見中学校２年生（5月１９日） ▲只見小学校5、６年生（5月１６日）

▲朝日小学校5年生（5月３0日） ▲明和小学校5、６年生（5月２３日）
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朝日診療所　医師　森
もり

　冬
ふゆ

人
と

広報ただみ診療所

　今原稿を書いている時点では町内で子供の新型コロナ感染者はほぼいません。しかし、国内のほとん
どの場所では保育所や小学校での流行も当たり前に起きています。今の世の中の状況であれば、近いう
ちに町内でも子供の新型コロナ患者もでるでしょうし、保育所や小学校での感染・流行も多かれ少なか
れ、起きるでしょう。
　もし、自分の孫や子供が、保育所や学校で一番はじめにコロナになったら、子供や家族はどんな気持
ちでしょう。きっと、周囲の人へ申し訳ない気持ちが生まれるでしょう。同級生や周囲の大人に嫌なこ
とを言われないか不安でたまらないかもしれません。
　今の新型コロナウイルスの広がる力は非常に強いです。日頃から真面目に感染対策をしている医師・
看護師でも、どこで感染したかわからないうちに感染してしまうほどです。私の知り合いの医師・医療関
係者も何人も感染しています。福島県の人口のうち３０人に１人以上は感染した事があるのですから、
珍しい事ではないです。幸いな事は、予防接種の普及や変異株の性質のおかげで、重症になる人は非常
に少ないことです。
　だから感染してしまった町内の方を責める事は、私にはできません。私だって職場で一番に感染して
しまう可能性があるからです。
　感染してしまった方の不安な気持ちや苦しみを想像すること。感染後に無事に仕事や地域に戻ること
ができた方を祝福できること。そんな寛容な態度を持てる大人でありたいと、私は思います。
　保育所や学校、町内の職場で新型コロナが広まることは今後もあるでしょう。感染者をゼロにするこ
とは非常に困難です。きっと嫌になるほど聞いた、予防接種・マスク・手洗い・換気も「感染予防」のため
には大事ですし、医療者としてそこは強調します。しかし、私たちの人生も生活も「感染予防」が最も大
事かと言われるとおそらく違います。それより大事な事は、人それぞれの価値観にもよるので決まった
ものはありません。「感染予防」以外にも大事にしたいものってなんだろうと考える今日この頃です。

　４月１８日教育委員会に着任しました中島美穂と申します。
主に、只見高校振興対策担当として、山村教育留学生の募集活動と留学生とその保護者様のサポート等
をさせていただいています。とは言え、全てが初めての事だらけで、周りの皆さんに教えていただきな
がら何とかやっているところです。
　私は、５年程前に移住のイベントで只見町を知りました。そこで町の様子を聞き興味が湧いたので、
早速行ってみると絵に書いたような山々に、碧く澄んだ川、澄んだ空気、そして何と言っても食べ物が
とても美味しい！素敵なところだ！と感動しました。冬の雪については、雪の季節に訪れたとき、まさ
かの雪がない！であまり雪の大変さを分からないまま移住してきてしまったので不安はあります。（今
から車の運転の仕方を教えてもらいイメージトレーニングはしていますが、心配です。）
　私が只見町に来て受けた感動と只見高校の少人数校の利点を活かした広報、募集活動を行いたいと考
えています。現在はまだ勉強中ですが山村教育留学制度についても、しっかりと伝えて一人でも多くの
留学生を迎えたいと思います。
　最後になりましたが、町の皆様にもお世話になると思います。その際にはご助力のほど、よろしくお
願いいたします。

地域おこし協力隊として Vol.90

只見町教育振興協力隊　中
なか

島
しま

　美
み

穂
ほ

自分の孫がコロナになったら
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豪
雨
災
害
の
後
、
只
見
駅
に
再

び
列
車
が
走
っ
て
き
た
の
は
、
二

〇
一
二
年
十
月
一
日
で
し
た
。
そ

の
日
は
、
早
朝
に
只
見
町
か
ら
バ

ス
で
魚
沼
市
に
行
き
、
只
見
駅
へ

と
向
か
う
列
車
に
乗
っ
て
お
祝
い

し
て
く
れ
る
人
、
只
見
駅
で
お
迎

え
を
待
つ
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま

し
た
。
再
開
通
記
念
メ
ダ
ル
も
用

意
さ
れ
、
皆
で
再
開
を
祝
い
ま
し

た
。

　

只
見
駅
に
一
本
も
列
車
が
来
な

か
っ
た
一
年
二
カ
月
の
間
、
駅
で

仕
事
を
し
て
い
る
と
様
々
な
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
水
害
で
被
害
を
受

け
た
只
見
町
の
様
子
を
心
配
し
て

き
て
く
れ
た
方
、
な
ぜ
橋
や
道
路

が
壊
れ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
で

聞
い
て
く
る
方
と
話
を
し
な
が
ら
、

誰
も
降
り
て
こ
な
い
ホ
ー
ム
を
毎

日
見
て
い
ま
し
た
。

　

只
見
駅
に
再
び
列
車
が
入
っ
て

き
た
と
き
は
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど

感
動
し
ま
し
た
。
毎
日
列
車
が
来

る
こ
と
を
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
当
た
り
前
で
は
な

く
、
何
事
も
な
く
無
事
に
過
ご
せ

て
い
た
こ
と
も
当
た
り
前
で
は
な

か
っ
た
の
だ
と
。
奥
会
津
が
豪
雨

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
四
か
月
前
に

は
、
福
島
県
は
東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
住
む
と
こ

ろ
も
、
耕
し
受
け
継
が
れ
て
き
た

田
畑
を
失
い
、
当
た
り
前
に
つ
づ

く
と
思
っ
て
い
た
明
日
を
奪
わ
れ

た
人
が
大
勢
い
た
こ
と
。
そ
の
時

に
、
毎
日
走
っ
て
き
て
く
れ
る
列

車
に
感
謝
を
し
て
手
を
ふ
ろ
う
、

と
誰
と
は
な
し
に
は
じ
ま
っ
た
の

が
列
車
の
お
見
送
り
で
す
。

　

一
日
三
本
の
只
見
―
小
出
の
列

車
が
出
発
す
る
と
き
に
は
、
ス
タ

ッ
フ
が
外
に
出
て
お
見
送
り
す
る

こ
と
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
時
に

は
お
見
送
り
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
り
、
雪
が
多
す
ぎ
て
列
車
の
音

に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、
電
話
を

受
け
な
が
ら
見
送
っ
た
り
。
最
初

は
ふ
り
返
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
徐
々
に
列
車
の
お
客

様
も
手
を
ふ
り
返
し
て
く
れ
、
駅

に
訪
れ
て
い
た
方
も
一
緒
に
な
っ

て
お
見
送
り
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
お
見
送
り

に
ぴ
っ
た
り
な
演
歌
調
の
ハ
ッ
ピ

を
作
っ
て
く
れ
、
お
客
様
も
私
た

ち
も
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、

出
発
す
る
と
き
に
は
「
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
、
到
着
す
る
列
車

に
は
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
の
気

持
ち
を
込
め
て
手
を
ふ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
魚
沼
市

が
平
成
二
十
七
年
三
月
に
「
只
見

線
に
手
を
ふ
ろ
う
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
通
勤
や
通
学
時
、
農

作
業
中
や
散
歩
の
と
き
な
ど
に
只

見
線
を
見
か
け
た
ら
手
を
ふ
ろ
う
、

と
い
う
内
容
で
す
。
沿
線
五
町
村

（
只
見
町
・
金
山
町
・
昭
和
村
・
三

島
町
・
柳
津
町
）
で
も
条
例
が
制

定
さ
れ
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち

を
表
す
「
只
見
線
に
手
を
ふ
ろ
う
」

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
こ
の
災
害
を
き

っ
か
け
に
全
国
各
地
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
歴

史
は
古
く
、
会
津
線
と
し
て
は
じ

ま
っ
た
会
津
若
松
―
会
津
坂
下
の

区
間
は
、
四
年
後
の
二
〇
二
六
年

に
開
通
百
周
年
、
小
出
―
大
白
川

は
今
年
で
開
通
八
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
は
時
代

ご
と
に
そ
の
敷
設
目
的
が
異
な

り
、
戦
争
で
中
断
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
田
子
倉
ダ
ム
工
事
の
専
用
鉄

道
を
編
入
し
た
こ
と
で
一
本
の
只

見
線
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
先
祖
が
熱
望
し
、
懇
願
し

只
見
線
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
酒さ

か

井い

　
治は

る

子こ

み
ん
な
の
只
見
線

て
で
き
た
鉄
道
で
す
が
、
時
代
の

変
化
と
共
に
利
便
性
が
低
く
な
っ

た
只
見
線
は
住
民
の
暮
ら
し
と
は

少
し
ず
つ
離
れ
、
走
っ
て
い
て
も

止
ま
っ
て
い
て
も
気
に
な
ら
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

災
害
を
経
な
け
れ
ば
省
み
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
先
人
が
築

い
て
き
た
土
地
の
歴
史
を
知
り
、

当
た
り
前
の
日
々
を
暮
ら
せ
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
か
え
り
な
さ
い
、
と
感
謝
の
き
も
ち
で
」
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
四
年
五
月
詠
草

�

目
黒　

富
子

萌
ひ
い
で
し
覚
ひ
書
き
な
る
立
て
札
の
汚
れ
拭
き
取
り
花
の
名
た
し
か
む

�

関
谷
登
美
子

只
見
高
夢
の
舞
台
の
甲
子
園
健
や
か
プ
レ
ー
心
う
た
る
る

�

馬
場　

八
智

生
き
居
れ
ば
七
十
越
え
し
逝
き
し
娘
と
施
設
で
朝
毎
茶
を
く
み
居
り
ぬ

�
新
国
由
紀
子

白
き
髪
気
に
す
る
程
で
は
な
け
れ
ど
も
デ
パ
ー
ト
に
来
て
帽
子
を
選
ぶ

�

渡
部
ヨ
リ
子

炎
天
下
に
筵

む
し
ろ

の
上
の
薇

ぜ
ん
ま
いを

揉
み
ゐ
る
い
ま
亡
き
母
の
背
遠
し

�

新
国　

洋
子

「
き
く
」と
言
ふ
二
人
部
屋
な
り
明
る
さ
の
い
や
ま
し
静
か
い
ま
吾
独
り

只
見
俳
句
会　
五
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

真
理
子

朝
ぼ
ら
け
主
な
き
宿
の
福
寿
草

藤
の
花
松
坂
峠
風
彩
や
か

�

紺　

青

群
衆
を
避
け
春
愁
の
湖
の
ほ
と
り

車
窓
開
け
吹
き
し
白
き
は
辛
夷
か
な

�

恒　

夫

は
ら
か
ら
の
村
に
幾
人
夏
の
月

コ
ロ
ナ
禍
や
声
を
ひ
そ
め
る
燕
の
子

�

礼　

春
暁
の
飯
吹
き
上
が
る
水
屋
か
な

グ
ラ
ン
ド
に
ラ
イ
ト
の
灯
る
遅
日
か
な

　�

一　

穂

藤
咲
い
て
豆
種
子
ま
け
よ
母
の
声

青
芒
不
揃
い
な
り
て
大
家
族

�

修　

一

進
級
の
不
安
を
話
す
桜
餅

仏
壇
の
先
祖
と
語
る
春
の
雨

�

信　

夏
近
し
水
と
戯
る
童
か
な

薫
風
を
白
球
に
乗
せ
草
野
球

�

都　

制
服
の
折
目
正
し
く
入
学
す

水
の
面
や
ま
ぶ
し
き
空
に
青
柳

�

味
代
子

三
月
や
昇
進
せ
し
と
子
の
電
話

幼
子
の
手
よ
り
あ
ふ
れ
て
雛
あ
ら
れ
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総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

6
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
１
期
）

●
水
道
使
用
料
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
６
月
分
）

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
別
措
置
法
相
談
会
（
無
料
）

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に

関
す
る
説
明
会

お
知
ら
せ

　

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
７
月
23
日（
土
）

　

13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】

　

会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
２
階
会
議
室

【
予
約
・
問
合
せ
】

　

☎
０
２
５
－
２
２
３
－
１
１
３
０

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
が
、
当
日
会
場

で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

　福島県では、河川の状況をより詳細に伝えられるよう、簡易型
河川監視カメラや危機管理型水位計を設置し、河川の画像情報や
水位情報の提供を行っております。
　下記URLからご確認いただけますので、梅雨の時期や台風接
近時などの河川把握にご活用ください。

「川の水位情報」https://k.river.go.jp/

川の水位情報が確認いただけます

　

他
、
電
話
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
７
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　

９
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　

11
月
12
日（
土
）

　

各
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

【
相
談
受
付
窓
口
】

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　

☎
０
２
５
－
２
２
３
－
１
１
３
０

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
が
発

生
し
ま
す
。

山
・
白
河
・
会
津
若
松
・
い
わ
き
に
あ
る

法
務
局
を
繋
ぎ
ま
す
の
で
、
遠
方
の
方
で

も
お
近
く
の
支
局
で
参
加
が
可
能
で
す
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
６
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　

７
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　

８
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　

９
月
20
日（
火
）

　

各
日
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

【
場
所
】

福
島
地
方
法
務
局
（
各
日
10
人
か
ら
15

人
程
度
）

福
島
地
方
法
務
局
相
馬
支
局
・
郡
山
支

局
・
白
河
支
局
・
若
松
支
局
・
い
わ
き

支
局
（
各
日
５
人
程
度
）

【
申
込
方
法
】

　

福
島
地
方
法
務
局
供
託
課
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
１
９
７
４

受
付
時
間

９
時
か
ら
16
時
ま
で（
土
日
祝
日
除
く
）

　

令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
自

筆
証
書
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管
す
る
制

度
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
を
拠
点
と
し
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
相
馬
・
郡
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町長スケ
ジュール
〈5月分〉

　２日　定例庁議（新型コロナウイルス対策本
部会議　以下「本部会議」）、明和小学校
「子供の読書活動優秀実践校」文部科
学大臣表彰受賞報告

　８日　要害山開山式
　９日　東北芸術工科大学歴史遺産学科学科長

あいさつ来庁
１０日　南会津地方町村会総会、南会津地方林

業協会総会、南会津地方緑化推進委員
会、南会津地方広域市町村圏組合管理
者会、南会津地方環境衛生組合管理者
会、南会津防犯協会連合会総会（南会
津町）、臨時庁議（本部会議）

１１日　㈱季の郷湯ら里取締役会
１２日　臨時庁議（本部会議）、只見町青少年健

全育成町民会議総会、町内企業訪問
１３日　会津赤べこ会講演会（東京都）
１６日　薪エネルギー推進に関する勉強会、

ただみ・モノとくらしのミュージアム
運営協議会、臨時庁議（本部会議）

１７日　「会津を拓く重点要望事項」にかかる
国出先機関への要望活動（新潟市）

１８日　道路整備促進期成同盟会全国協議会通
常総会、ダム・発電関係市町村全国協
議会理事会兼定例総会（東京都）

１９日　郡山国道事務所長来庁、臨時庁議（本
部会議）

２０日　（公社）福島県森林・林業・緑化協会監
事会、（公社）福島県森林・林業・緑化
協会役員会（福島市）

２３日　滝調整池堆砂処理協議会（金山町）、
只見町農業再生協議会総会

２４日　福島県町村会定期総会（福島市）
２５日　只見町議会５月会議、臨時庁議（本部

会議）、越後・南会津街道観光・地域づ
くり懇談会（南会津）

２６日　「会津を拓く重点要望事項」にかかる
本省要望会（東京都）

２７日　南会津地方環境衛生組合議会臨時会
（下郷町）、南会津地方広域市町村圏組
合議会臨時会（南会津町）

２８日　会津よつば農業協同組合総代会（会津
若松市）

２９日　映画「峠」上映会
３０日　㈱季の郷湯ら里株主総会、福島気象台

長他あいさつ来庁、６月補正町長査定、
只見高校振興対策会議役員会

３１日　固定資産評価審査委員辞令交付、南会
津方部水災害対策協議会、電動アシス
ト自転車「Ｅ−ＢＩＫＥ　ⅠＳＳⅠＭＯ」
貸与及び試乗会、只見町剣道スポ少全
国大会出場（只見小　五十嵐千紘君）
報告

◆
司
馬
遼
太
郎
先
生
の
歴
史
小
説
「
峠
」
を
原
作
と
し
て
、
日
本
映
画

界
の
名
匠
小
泉
堯
史
監
督
が
手
掛
け
ら
れ
た
映
像
作
品
「
峠　

最
後

の
サ
ム
ラ
イ
」
を
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
全
国
公
開
に
先
立
ち
上
映
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

上
映
会
当
日
は
、
小
泉
監
督
が
ご
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
上

映
後
に
、
役
所
広
司
が
演
じ
る
河
井
継
之
助
の
終
焉
の
間
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
「
盡
己（
じ
ん
き
）」
と
い
う
書
を
只
見
町
に
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
書
は
、
日
本
藝
術
院
会
員
の
星
弘
道
先
生
が
書
か
れ
た
も
の

で
、
小
泉
監
督
自
ら
が
星
先
生
に
映
画
撮
影
後
、
只
見
町
に
寄
贈
し

た
い
旨
の
承
諾
を
お
取
り
に
な
り
、
寄
贈
頂
い
た
も
の
で
す
。

　
「
盡
己（
じ
ん
き
）」
と
は
、
己（
お
の
れ
）を
尽
く
す
と
い
う
意
味

で
す
。

　
「
只
見
町
に
こ
そ
、
こ
の
書
は
相
応
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
贈
り

ま
す
。」
と
い
う
小
泉
監
督
の
お
言
葉
を
聞
き
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

◆
只
見
小
学
校
６
年
生
の
五
十
嵐
千
紘
く
ん
が
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
全

日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
優
勝
大
会
に
福
島
県
代
表
選
手
と
し

て
出
場
す
る
と
い
う
報
告
の
た
め
に
町
長
室
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
大
会
で
第
三
位
に
入
賞
し
た
た
め
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。
只
見
高
校
野
球
部
に
次
ぐ
、
全
国
大
会

の
出
場
で
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
指
導
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

秋
ま
で
に
は
、
更
に
稽
古
を
積
ん
で
、
大
会
に
臨
ん
で
は
、
全
国

の
選
手
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
ま
さ
に
「
盡
己
」
の
言
葉
の
と
お
り

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
心

か
ら
の
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

町
長
室
を
訪
ね
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
の
大

会
後
ま
た
来
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町
長
か
ら

	

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
も
田
植
え
体
験
の
取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
手
植
え
を
す

る
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

▽
今
で
は
機
械
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
時

間
の
短
縮
や
規
模
拡
大
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
農
業
で
す
が
、
追
肥
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
収
穫
の
時
期
を
見
極
め

た
り
な
ど
長
年
の
努
力
・
経
験
が
必
要

な
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

▽
こ
れ
か
ら
、
様
々
な
農
産
物
が
美
味

し
い
季
節
に
入
り
ま
す
。
多
く
の
人
の

努
力
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
感
謝
し

て
、
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入　３５　転出　２３　出生　０　死亡　８

令和４年５月１日現在
人　　口　３，８６２（＋　４）
　 男 　　１，９０３（＋　５）
　 女 　　１，９５９（－　１）
世 帯 数　１，５９３（＋２３）
高齢化率　　　　　４８．４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（4月26日～5月25日届出分）敬称略

朝日振興センター
図書紹介

○朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日振興センター図書室
☎84－2111

★香君　上・下巻

★マスカレード・ゲーム

上橋菜穂子（文藝春秋）
　遥か昔、神郷からもたらされ
たという奇跡の稲、オアレ稲。
ウマール人はこの稲をもちいて
帝国を作り上げた。この奇跡の
稲をもたらし、香りで万象を知
るという活神〈香君〉の庇護の
もと、帝国は発展を続けてきた
が、あるとき、オアレ稲に虫害
が発生してしまう。
　時を同じくして、ひとりの少
女が帝都にやってきた。人並外
れた嗅覚をもつ少女アイシャは、
やがて、オアレ稲に秘められた
謎と向き合っていくことになる。
　「香り」と植物や昆虫の生態

東野圭吾（集英社）
　解決の糸口すらつかめない３
つの殺人事件。
　共通点はその殺害方法と、被
害者はみな過去に人を死なせた
者であることだった。
　捜査を進めると、その被害者
たちを憎む過去の事件における

をテーマに描く、壮大なファンタジー小説。
　『精霊の守り人』『獣の奏者』『鹿の王』の著者
の、７年ぶりの長編新作。

遺族らが、ホテル・コルテシア東京に宿泊する
ことが判明。
　警部となった新田浩介は、複雑な思いを抱え
ながら再び潜入捜査を開始する――。
　累計４９０万部突破シリーズ、総決算！

■お誕生おめでとうございます
藤田　陽

はる

暁
あき

（男／暁嗣・靖子）　　只　見

■おくやみ申し上げます
齋　藤　直　一　　95歳　　亀　岡
吉　津　礼　子　　88歳　　長　浜
酒　井　嘉　輔　　88歳　　黒　沢
菅　家　トメヨ　　96歳　　黒　谷
小　椋　ますみ　　53歳　　小　林
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

６月は下記の日程で野鳥観察会を開催します。ぜひご参加ください。

日　　時：2022年６月2６日（日）9：00～12：00
観 察 地：只見湖・新田沢
集合場所：ただみ・ブナと川のミュージアム駐車場

只見町ブナセンターからのお知らせ

▲ 腹面は下
か
尾
び
筒
とう（注）の白色が目立つ。ずんぐりと

した体も特徴的
▲背中はぼんやりとした灰色。翼は青緑色の光沢

を放つ

　アマツバメという鳥がいます。ツバメという名前がついていますが、身近なツバメと
は異なる仲間の鳥です。細長い鎌のような翼を使ってとても速く飛ぶことができます。
なんと睡眠や交尾すらも飛びながら行うことができ、空中生活に極めて適応している鳥
なのです。
　今回ご紹介するハリオアマツバメは、繁殖のためにオーストラリアなどから日本に渡
ってくる夏鳥です。只見町では６月頃から見られるようになります。アマツバメの仲間
に特有の鎌状の翼をもつほか、本種の特徴として額や喉、下

か

尾
び

筒
とう
（注）が白いことや、背

中の灰色などが挙げられます。尾羽は短く角張っていますが、その羽
う

軸
じく

は硬く針のよう
に突出しており、「針尾」となっていることが和名の由来です。
　ハリオアマツバメを観察できる機会は、雨の降り出しそうな夕方です。餌となる昆虫
を求めて山から下りてくるため、集落上空でも観察できることがあります。また、山麓
の池沼では夕方、飛びながら水面に軽く触れるようにして水を飲む「飲

いん

水
すい

行動」が観察
できることもあります。
　ハリオアマツバメは営巣場所として、大木の樹洞や割れ目を利用します。そのため、
繁殖には成熟した森林が必要です。只見町の天然林は、ハリオアマツバメにとって好適
な営巣地としての機能を果たしていると考えられます。
注：鳥類の尾羽の付け根の羽毛。背面のものを上尾筒、腹面のものを下尾筒という

ハリオアマツバメ　（学名：Hirundapus caudacutus）
【アマツバメ目アマツバメ科】

� （写真・文　太田祥作）
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